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▼ 国 語 

 出題の特徴として、3,000字程度の長文が２題出題されます。説明文（評論文）と小説（随筆）です。

説明文では、接続詞や副詞などに注目したり、傍線が引かれた設問部分に着目することも重要ですが、

本文全体からその部分を捉え直すという視点を忘れないようにして下さい。随筆や小説では、変化（成

長）を主題とするものが多いです。出来事と登場人物との関係と、そこから引き起こされる心情との関

連を押さえることが必要です。 

 語彙力の問題では、聞き慣れない語句が出題されることもありますので、日頃から本や新聞に親しみ、

ニュースなどの情報にも関心を持つ必要があります。また、古文や文法についても出題されることがあ

るので、中学校で習う基礎的な知識は身につけておいて下さい。 

 試験時間と配点は、Ａ日程・Ｂ日程ともに、50分 100点となっています。 

 

▼ 数 学 

 問題の構成は、例年と大きな変化はありません。基本計算から各分野の応用問題まで幅広く出題しま

す。難易は、いわゆる「ひらめき」が必要となるような難問はなく、基本事項や定理を適切に用いるこ

とで解答できる問題を出題しています。また、問題文がやや長い問題や図表やグラフを読み取る必要が

ある問題も出題します。問題文を丁寧に読み、条件を適切に読み取る力も必要となります。 

 対策としては、計算力をまず高めること。文字式の基本計算、展開、因数分解など、繰り返し練習を

して下さい。そして、教科書の基本事項を確認し、標準的な問題集、過去問題集と学習を進めていって

下さい。その際には「なぜ、そうなるのか？」を常に考えて取り組むとよいでしょう。試験時間は 50分

と限られていますので、時間配分を考えながら過去の問題に取り組むなど、本番を想定した学習も効果

的です。 

 

▼ 理 科 

 理科の４分野（物理・化学・生物・地学）のバランスを考えて、各分野から１題ずつ出題しています。

分野ごとの配点は均等にし、偏りがないよう配慮しています。基本的な知識を用いて考察する問題を各

分野に配置して基礎力を見ます。そして、図や実験結果を示した表やグラフなどをしっかりと読み取り、

物事の本質を理解して、解答を導く力があるかどうかで応用力を見ています。 

 今後の対策としては、「理科用語を暗記している」「公式に当てはめて答を導ける」という学習ではな

く、実験の結果から考え方を理解した上で解答したり、問題文に書かれていることを読み取り、そこか

ら解答を導くような学習を心がけて下さい。理科では、基本的な用語の習得だけではなく、それらを自

由に使いこなす力が必要です。「わかる」と「できる」は同じではありません。その差を埋める問題演習

をしっかりとこなしていきましょう。 



▼ 社 会 

 社会の３科目（地理・歴史・公民）から各２題ずつ出題し、それぞれの科目において分野が偏ること

のないよう配慮しています。基本的な知識を使って考察する問題をそれぞれの大問に配置し、また、グ

ラフや表、地形図を元に考える問題を多く出題しています。教科書に太字で示されているような基本的

語句は最重要ですが、語句に対する深い理解が必要になってきますので、しっかりと対策しておいて下

さい。 

 試験時間は 40 分と長くはないので、難しい問題や時間のかかりそうな問題は後回しにするという工

夫も必要かも知れません。また、時事問題の対策もしておいて下さい。難問・奇問は出題しませんが、

最近のテレビや新聞のニュースにどのような話題が出てきているか、常に興味を持って見ておいて欲し

いと思います。 

 

▼ 英 語 

 昨年は、読解問題２題、文法問題３題、英作文２題、リスニング１題の８問を出題しました。長い文

章を読み、その内容を大まかに理解する力が必要で、基礎となる国語力も必要になってきます。全体の

流れを把握していないと解答できません。また、試験時間を考えると、読むスピードも大切になってき

ます。 

 今後の対策としては、（１）基本的な文法事項・語彙の習得のために問題集などで繰り返し学習する

こと。（２）教科書を何度も音読し長文を読むことに慣れること。（３）入試問題を何度も解き、その形

式に慣れること。が必要になってきます。普段から多くの英語に触れ、それらの文法事項や例文を使え

るレベルにしていって下さい。また、音読を通して英語を深く理解していくことも非常に大切です。発

音できない単語は、「使える語」にはなりません。 


